
はじめに

　かつて「当たり前」とされていたライフコースが
誰にでも通用するものではなくなったり，容易に維
持できるものではなくなったりしている現在におい
て，人々の生き方や個々人が直面する問題は変化し
ているのではないか。本論文では，家族関係の悩み
や自身の性格や行動，進路など日常生活において誰
もが遭遇しそうな悩み事の変化とその社会背景につ
いて考察する。そこで，一般の人々がどのようなこ
とに悩み，何を問題とみなしてきたか，またそれら
の悩みや問題に対して，どのような助言や解決策が

示されてきたかについて分析する。その資料として，
読売新聞紙上において長期間にわたって掲載されて
いる「人生相談」コラムをとりあげる。
　人生相談は職業的な作家や著名人が抱える独特な
悩みや葛藤とそれらを乗り越える方策が述べられる
ような「人生論」の類と異なり，一般の人々が日常
生活において直面している悩み事を相談し，回答者
がその悩みに答えるという相談と助言のコミュニケ
ーションである。そこで人生相談における相談と回
答というコミュニケーションに着目すると，相談者
の悩み事の内容だけでなく，相談者の悩みに対する
回答者の助言から，さまざまな問題が解消されたよ
りよい生き方の内実についても理解することができ
る。なぜなら，本論文で分析資料とした新聞に掲載
された人生相談における回答者たちは，相談者の悩
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　本論文は人々がどのようなことに悩み，どのような生き方を理想としているのか，またそれらは社会の
変化にともなってどのように変化しているのかについて，読売新聞「人生案内」欄の人生相談を分析資料
として考察する。家族関係についての悩みが減少し，自分についての悩みが増加していることをU.ベッ
クの「個人化」概念に基づいてその意味を詳細に分析すると，一見して「家族の個人化」とみえるこの変
化は夫婦関係の悩みが減少していることから派生しているとわかる。親子関係についての悩みと回答から
は個人化しえない経済的な扶養関係にある親子の姿が浮かび上がってくる。その背景にあるのが現実社会
の少子高齢化である。その現実社会の高齢化は人生相談の相談者の高齢化にもあらわれている。介護につ
いての悩みが増加し続け，これまでになかった人生の後半になってからの親密な関係についての悩みもみ
られるようになっている。それは，家族以外の対人関係を拡大していかざるをえない厳しい現実の反映で
もあるが，新たな社会関係を広げていくチャンスにもなりえる。
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み事に答えるなかで，相談者だけでなく，広く一般
読者も想定しながら，説得力のあるよりよい生き方
を提示するからである。この相談と回答のやりとり
から何が問題と認識されているのか，何が理想の生
き方とされているのかといった人々の認識や価値意
識とそれらの変化が浮かび上がってくる。
　１では，分析資料としての「人生相談」について
概観したうえで，家族についての悩みが減少し，自
分自身についての悩みが増加しているという悩み事
の変化について明らかにする。
　２では，家族から自分自身へと人生の重要問題が
シフトしていることは，家族関係が重視されなくな
っていることを意味しているのかについて，家族に
ついての悩みとそれらに対する回答内容にも注目し
ながら考察する。
　３では，高齢化にともなう深刻な介護問題などの
悩みをふまえて，今後の「人生案内」欄にどのよう
な相談が寄せられるかも合わせて考察することで，
家族以外の対人関係を拡大することが重要になって
いることを明らかにする。

１　現代における人生問題：　　　 
　　自分自身についての悩みの増加

（１）社会の変化と生き方の変容
　およそ１９９０年代ころより近代社会が変化した現代
社会について，たとえば，U.ベック（Ulrich Beck）
は「第二の近代」ないし「リスク社会」（１９８６， 
Beck et al., １９９４），A.ギデンズ（Anthony Giddens）
は「ハイ・モダニティ」ないし「後期近代」（１９９１a， 
Beck et al., １９９４），Z.バウマン（Zygmunt Bauman）
は「リキッド・モダニティ」（２０００）といった概念で
論じている。いずれも，近代社会の構造転換ととも
に，人々の認識や行為が変化し，「どのように生き
るべきか」が個々人にとって重要な課題になってい
ることが強調されている。
　とりわけ，バウマンは近代化の新たな段階として
現代を「リキッド・モダン」と表現し，人々の生活

が不安定になり，いかに大きな不安がつきまとうか
について論じている（Bauman ２０００， ２００５）。バウマ
ンが強調するのは，「指針，道案内となる形式，法規，
規則」が不足している「リキッド・モダン」状況の
もとでの「リキッド・ライフ」である。それは，固
定化することのない「液体（リキッド）」と形容され
ているように，「不安的な生活であり，たえまない
不確実性の中で生きること」を意味している。その
ような状況において人々は選択の可能性が開かれて
はいるものの確信をもって行為を選択することが困
難になった結果，「気苦労が絶えず，強い不安」がつ
きまとう人生を自分自身の責任としてひきうけてい
かなければならない（Bauman ２００５： ２＝２００８： ８）。
　このように，近代という社会構造の転換は個々人
の認識や行為と密接にかかわり，どのような自分に
なるかという自己アイデンティティの構築，結婚や
離婚にまつわる悩み事など個人的な問題とされる領
域に社会の転換が顕在化するとみなされているので
ある。
　日本社会においても，バブル崩壊後の１９９０年代か
ら社会経済構造の転換にともなって戦後日本社会で
広くみられた「標準的なライフコース」が維持でき
なくなり，人々の生き方もまた大きく変容している
と論じられている。
　たとえば，落合恵美子によれば，ベックのいう
「第２の近代」は出生率の低下と「脱主婦化」という
家族変動と並行して生じている（落合 ２０１４）。また，
山田昌弘は１９９０年代頃より，「ポスト工業経済」と
いう新しい経済状況の出現が１９７０～１９８０年代にピー
クであった「近代家族の経済基盤」を掘り崩し，女
性の「雇用労働者」化と同時に男性の正規「雇用の
不安定化」が進展することで，性別役割規範に従っ
た「近代家族を形成したくても不可能な人」が増え
ていると指摘している（山田 ２０１４）。
　１９９０年代以降，変化したのは家族のあり方だけで
はない。バブル経済が崩壊し，家族を形成するため
の収入を得る仕事の領域においても非正規雇用率が
増大するなど大きく変化している。新卒一括採用を
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通してほとんどの男性が正社員となり，長期に渡っ
て安定的に雇用され，年功制の賃金制度が維持され
ていれば，家族の生活は安定し，また女性は家事と
育児に専念し，子どもの教育に熱心に取り組むこと
ができた。しかし，バブル経済の崩壊後，非正規雇
用者比率の増加とともに，未婚率は急激に上昇し，
かつてのようなライフコースは望むと望まざるとに
かかわらず，誰もが到達できる「標準コース」では
なくなった。
　このように日本社会が１９９０年代頃より大きく変化
するにともなって，人々の悩み方はどのように変化
したのだろうか。バウマンは不安定な生活における
人々の「気苦労」や「不安」を強調し，ギデンズは
「個人的な問題や心配事」について論じている
（Giddens １９９１b）が，人々はいったい何に「気苦労」
や「不安」を感じ，どういった問題を抱え，何につ
いて「心配」しているのだろうか。本論文で明らか
にしたいのは，人々の不安や心配事の具体的な内容
と社会構造の転換にともなうそれらの変化である。

（２）分析資料の概観
　社会の変化にともなう人びとの不安や悩みの内実
とその変化を把握するための資料として，読売新聞
の人生相談コラム「人生案内」に掲載された相談と
回答を用いる。「人生案内」は１９１４年に「よみうり
婦人付録」（現「くらし家庭面」）において「身の上
相談」として始まり，日中戦争時の１９３７年に中断し
たが戦後１９４９年に再開し，２０１７年現在においても継
続している長期に渡るコラムであり，人々の悩み事
の変化や日常生活において何が問題とみなされてき
たかについての変化を分析するのに適している。
　「人生案内」欄に掲載された悩み事の相談者の性
別，年齢分布をみると，女性が多数を占め，相談者
の年齢分布は時期によって偏りがあるため，統計学
的な調査で用いられるような「代表性」を得ること
はできない。しかし，悩みが生じたコンテクストや
相談者をとりまく人間関係について記述されており，
必ずしも，相談者のほとんどを占める女性やある年

齢層に固有の問題だけが明らかになるわけではない。
　また，本論文で分析資料とする「人生相談」は新
聞に掲載されたものであり，インタビューや参与観
察による調査対象者との直接的なコミュニケーショ
ンで得られた一次的な情報ではない。新聞社によっ
て選別・編集された二次的な性格をもつため，相談
内容が事実に基づいていないのではないか，脚色が
あるのではないかといった分析資料としての客観性
や信用性の問題を内包している。しかし，本論文で
は相談者による創作や脚色の可能性については問わ
ない。
　本論文で分析の焦点を当てるのは，相談者の「悩
み事」が事実かどうかという事実レベルではなく，
特定の時代状況においてどのような悩みが人生問題
と認識されているか，どのような価値意識や理想的
な生き方が前提となって悩みや問題が生じるのかと
いった認識レベルである。そこで相談内容だけでな
く，回答にも注目することで，両者のやりとりから
何が悩みや問題と認識され，それらが解消された理
想的な生き方はどのようなものかが明らかとなって
くる。したがって，たとえ事実ではない相談であっ
たとしても，そこには何らかの生活上の問題が提示
され，またそうした問題に対する解決方法や助言が
提示されている限り，分析の着眼点からみて「人生
相談」は分析資料として有効だと考える。
　さらに，編集の問題については，一般の読者に向
けて「読みもの」となるべく相談内容が選別されて
いるといえるが，逆に，広い読者が想定されている
ことが本論の分析資料として利点となりえる。なぜ
なら，新聞という媒体の性質上，読者の存在が意識
されているため，その個別性よりも多くの読者にも
身に覚えがある相談と，読者も妥当だと思われる一
般性の高い回答が提示されているからである。そう
した観点からすると，「人生相談」はある回答者の
特定の見解や相談者の個別的な問題ではなく，広く
共有される人生上の問題や望ましい生き方などを明
らかにする資料だといえる。
　そこで，従来のライフコースが確立された１９６０年
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代から２０１０年代までの「人生案内」欄に掲載された
相談と悩みを収集した（表１）。悩み事の長期的な
傾向をとらえるために１９６８年から１０年ごとの１９７８年，
１９８８年，１９９８年，２００８年と，とくに２０００年代から現
在までの悩み事の変化をみるために２００３年，２０１３年，
２０１４年，２０１５年のそれぞれ一年間の相談と回答を分
析する１）。

（３）自己自身についての悩みの増加
　人は日々の生活において，どのようなことに悩ん
でいるのか，そして，その悩みの内容は変化してい
るのかについてみるために，１９６０年代末から２０１０年
代半ばまでの「人生案内」に掲載された悩み事の相
談内容を分類した。夫婦関係，親子関係，兄弟姉妹，
祖父母，親類など家族関係から生じる悩み（①家
族），職場や学校などフォーマルな場における悩み
（②職場・学校），友人関係や恋愛関係などインフォ
ーマルな関係から生じる悩み（③親密圏），町内会
や近隣住民などの関係から生じる悩み（④近隣），
一般的な他者に対する不満など，上記以外のその他
の他者についての悩み（⑤その他），最後に，他者と
の関係から生じるのではない，自身の性格や容姿な
ど自己自身についての悩み（⑥自己自身）の６つに
分類し，相談内容をふるいわけた。
　悩み事内容の推移（図１）をみると，夫婦関係や
親子関係など，家族関係についての悩みがどの時点

においても最も多くを占めている。そこから，「生
活上の悩み全般」という投稿規定２）があるものの
「人生案内」は基本的に女性からよせられた家族関
係についての悩みが語られる場として機能している
といえる。しかしながら，家族関係から生じる悩み
は１９７８年をピークに減少傾向にあり，かわって，自
己自身についての悩みが大きく増加している。
　ここで自己自身についての悩みとして分類した相
談は，「１７歳の女子高校生〔…省略…（以下…のみ）〕
私はいつもウジウジしていて気が小さいことが悩
み」（２０１４．１１．０８），「２０代後半の男子大学院生〔…〕
僕は温室で育ったいわゆるボンボンなので〔…〕ハ
ングリー精神があまりない」（２０１４．０９．２０）など自
分の性格に悩んでいるものや，「１５歳の女子高生。
恋をしました。同級生でも先輩でも後輩でもなく，
３０歳以上も年上の男の先生〔…〕この恋心を抱いて
どう過ごすべきでしょう」（２０１４．０７．１２）と，不安や
寂しさなど自分の感情をうまく処理できないという
ような悩みである。
　このような進路や自分の性格など自己自身につい
ての相談は，従来１０代や２０代に多かったのが，２０００
年代頃から，３０代から６０代以上の高齢者にもみられ
るようになっている（図２）。つまり，どんな進路
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表１　分析資料一覧

相談件数（性別）掲載年

３１７（男性５４，女性２６３）１９６８年

２９９（男性３２，女性２６５）１９７８年

３０１（男性３９，女性２６２）１９８８年

３０６（男性３５，女性２７１）１９９８年

２９７（男性２８，女性２６９）２００３年

３５２（男性４２，女性３１０）２００８年

３５４（男性５６，女性２９８）２０１３年

３５６（男性５１，女性３０５）２０１４年

３５５（男性５２，女性３０３）２０１５年
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図１　悩み事内容の推移



を選択し，どのような人生を歩み，どのような自分
になるのかといった課題は，現在，ある一定の年齢
に特有のものではなくなり，人生の長期間にわたっ
て，「自分」が重要な問題になっているといえる。
　さらに，自己自身の悩みとして分類した相談は周
囲の人間関係において軋轢があったり，特定の他者
との関係から派生したりと思われるような問題であ
っても，他者との関係としてその問題を位置づける
のではなく，自分自身の性格や感情の問題として理
解しているといった特徴がある。

２０代のフリーター女性。就職環境の悪さに怒りと諦

め〔…〕私は今年の春に契約社員として入った会社

でパワハラを受け，３か月で退職しました。１年の

勤務で正社員になれるはずでしたが，後悔はしてい

ません〔…〕退職して間もなく，父から「小遣いな

んてやらんからな」と嘲笑されたことが胸に刺さり

ました。就職で苦労することなく順調に昇給してき

た父に，私の状況を理解してもらうのは無理〔…〕

順調に社会人として歩んでいる同級生をみると，劣

等感とぶつけようのない怒りがこみ上げてきます。

一方，私と同じような境遇の友人も多く，社会への

失望で胸が苦しくなります〔…〕前に進んで行くに

はどうしたらいいでしょうか。（２０１４．１２．１１）

　この相談者の悩みには，まず「契約社員として入
った会社」での「パワハラ」によって退職を余儀な

くされた「就職環境の悪さ」に対する怒りと諦めと
いう問題がある。さらに，「フリーター」であるこ
とを「就職で苦労することなく順調に昇給してきた
父」に「嘲笑」されたことに対する失望がある。し
かしながら，相談者が問いかけているのは，「就職
環境の悪さ」やその環境を理解しようとしない
「父」についてではなく，怒りや失望を抱えた自分
が「前に進んでいく」ための方策である。「前に進
んで行くにはどうしたらいいでしょうか」という問
いは，端的に自分の進むべき道がわからないという
悩みを解決するための方策や心構えについての問い
である。そこでこの相談を職場といったフォーマル
な場で生じる問題や家族関係の悩みとせずに，自己
自身の悩みとしてカウントした。
　この相談にみられるように，自己自身の悩みとし
て分類した相談の中には，家族をはじめとした他者
との関係や職場から問題が生じ，それに対する怒り
や失望があったとしても，自分自身の進むべき道が
わからない，自分の感情をコントロールできないな
どと，自己の内部の課題としてとらえようとするも
のが多い。
　なぜ，周囲の出来事から独立したものとして，問
題を自分自身の課題としてとらえるような悩み方が
増加したのだろうか。自己自身についての悩み相談
が増加したのが１９８０年代末からであり，１９９８年と
２００３年が特に多く掲載されている。ちょうどこの時
期に，日本社会は第二の近代として，社会構造が大
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きく転換し，従来の「標準的なライフコース」が誰
にでもあてはまる普遍的なものではなくなりつつあ
った。つまり，これまで当たり前とされてきた生き
方が参考にならなくなり，自分はどのような生き方
をするのか，どのような自分になるのかについて自
分で答えを見つけ出さねばならなくなったのである。
　このように，家族間の悩みではなく，「個人の悩
み」や「心の持ちよう」を聞く相談が増加している
ことをうけて，家族についての悩み相談が中心であ
った「人生案内」が「個人の問題を答える場へと変
化してきた。日本人の脱家族化を反映しているとい
える」と太郎丸博３）は指摘している（読売新聞 
２０１４．０５．０８朝刊１９面）。
　「家族の問題」よりも「個人の問題」へという人生
問題の変化は，ベックのいう「個人化」と解釈する
ことができそうである。「自分自身」についての悩
みとは，周囲の対人関係や社会的な環境において，
問題に遭遇したり，困難を感じていたりしても，自
己の課題として，出来事をとらえていくという特徴
があった。つまり，ベックの言葉でいうと，「個々
人は自分自身の人生行路や能力や立場の認識やパー
トナーシップ等の関連において，自分自身をその行
為の中心として，設計事務所としてとらえることを
学ばなくてはならない」のである（Beck １９８６： ２１７
＝１９９８： ２６７）。
　さらに，ベックによれば，「自分自身」が「行為の
中心」として，人生をつくりあげ，「社会」を一つの
「変数」として扱う「自我中心的な世界像」を展開し
ながら，人生をつくりあげていく「個人化」は，家
族にまで拡大しているという。伝統的な結びつきや
扶助関係から解放され，「誰もが，その時々の人生
の段階に拘束された家族生活を送り，そしてまた家
族から自由な形態の生活を送るようになり，ますま
す自分自身の人生をすごす」（Beck １９８６： １８８-１８９ 
＝１９９６： ２３１）。
　では，自分自身についての悩みが増加しているこ
とは，「家族の個人化」や「脱家族化」を意味してい
るのだろうか。言葉をかえていうと，自分中心の人

生を重視することは，親子・夫婦関係といった家族
関係が重視されなくなっていることを意味している
のだろうか。次節では家族関係の悩みを分析しなが
ら，家族についての悩みの減少の内実について検討
してみよう。

２　家族関係の悩み：個人化の諸相

（１）家族の価値
　家族よりも自分中心の人生を重視し，自己自身の
問題が増加していることから，「脱家族化」や「家族
の個人化」が生じているといった議論とは異なり，
いくつかの意識調査によると，人々の家族に対する
価値はきわめて高い。
　たとえば，統計数理研究所「国民性調査」による
と「あなたにとって一番大切と思うものはなんです
か」という問いに対して，「家族」と回答した人が最
も多く（４４％），次に「生命・健康・自分」（１８％），
「愛情・精神」（１８％）となっている。１９６０年代まで
は「生命・健康・自分」を重要とする比率が高かっ
たのが，１９８３年の調査以降は，「家族」と答える割合
が最も多くなっている（中村， 土屋， 前田）。すなわ
ち，標準的な家族形態が維持されなくなるにつれて，
逆に，「家族」に対する思い入れやその価値が高く
なってきているのである。
　しかし，同調査によると，「子供がないときは，た
とえ血のつながりがない他人の子供でも，養子にも
らって家をつがせた方がよいと思いますか，それと
も，つがせる必要はないと思いますか」という問い
に対して，「つがせる」とする答えは１９５０年代にお
いて７割を超えていたのが，２０１０年代においては２
割程度にまで減少している（同上）。つまり，多く
の人にとって，価値があるのは「家族」という関係
そのものであって，「家の存続」ではないのである。
　このように，継続してきわめて高い価値がおかれ
る「家族」であるが，それはどのような形態の家族
なのだろうか。NHK放送文化研究所（２０１５）「日本
人の意識」調査によると，「家庭内協力」型（１９７３年
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２１.２％から２０１３年４８.０％）が理想の家庭像として最
も支持されるようになり，１９７０年代に多数派を占め
ていた「役割分担」型（１９７３年３９.２％から２０１３年
１４.９％）と「夫唱婦随」型（１９７３年２１.９％から２０１３年
１０.３％）は減少し，それらの形態の家族を理想とす
る比率は低くなっている。
　さらに，「結婚した女性が職業をもつこと」につ
いて，かつては「家庭」と「育児」を優先するとい
う意識が高かったのが，１９９０年代末以降，「両立」が
もっとも支持されるようになっている４）。
　これらの意識調査からみえてくるのは，封建的な
イエや夫婦関係はもちろんのこと，性役割意識から
も離れて，民主的で対等な家族を理想視するという
人々の意識である。つまり，「個人化」の家族への
拡大と家族を重視するという意識が並行して増加し
ているのである。一見すると矛盾しているようにみ
えるが，そうではなく，自己中心的にどのような生
き方をするかを決定していくことは対等で民主的な
家族を形成していくことを内包しているといえる。
　「人生案内」に掲載された悩み事の変化をみても，
確かに家族についての相談は減少しているが，最も
多くよせられる悩みのテーマは一貫して家族である。
その家族についての悩みを関係ごとに分類してみる
と，減少しているのは夫婦関係についての悩みであ
って，親子関係の悩みや祖父母と孫の関係，親類関
係における悩みは減少していない（図３）。

　一見して，「脱家族化」ないし「家族の個人化」と
みえる家族の悩みの減少は，夫婦関係についての悩
みが減少していることから生じている。それは夫婦
関係に対する人々の認識が変化していることを意味
しているのではないだろうか。次節では，家族関係
についての悩みの中でも，とくに夫婦関係と親子関
係における悩みをほりさげて，「人生案内」におけ
る家族についての悩みの減少と「家族の個人化」が
いったい何を意味しているのか検討してみよう。

（２）夫婦関係の個人化
　家族の個人化について検討するために，人生案内
によせられた相談の中から，とくに夫婦関係の悩み
相談に対する回答者の語りにも注目する。それは，
ある悩みを抱えている相談者の問題を解決したり，
相談者の状況を読み解いて何が問題なのかを明らか
にしようとしたりする回答の中に望ましい生き方や
夫婦関係が透けてみえるためである。それらの回答
は読者にも向けられていることからすると，相談者
の個別の問題状況をこえて，その時点における一般
的な意識を反映しているといえる。
　１９６８年と１９７８年の「人生案内」において，夫につ
いての悩み相談に対して，回答者たちは妻である相
談者に対して「忍耐」をもって，「慰安」を提供する
存在であるようにと助言していた。
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・「二人の子どもをかかえていまなおご主人を愛し続

けているあなたなら，ご主人が別れたくないという

限り，当分忍耐と戦ってご覧なさいませ。そのうち

には時が解決してくれましょう」（「会社やめてから

堕落　離婚した女と関係，遊びも覚える」への回

答 福島慶子 １９６８．０１．１２）

・「あなたは絶対服従だ，どれいだと嘆いておられます

が，形の上ではそう見えるけれども，実はその逆で，

母親がいなければだだっ子には何もできないという

ところへひっぱってゆく努力をしてください」（「内

づら最低，暴力亭主」への回答 小山いと子 １９６８．

０３．２７）

・「あなたはしっかり者，働き者で〔…〕。これまでの

あなたはただなりふりかまわず働き金をためること

だけで，妻として家庭内のやすらぎやたのしみ，あ

たたかさなどをなおざりにしたから，ということで

はないでしょうか」（「辛苦２２年，夫が浮気」への回

答 小糸のぶ １９７８．０５．３０）

・「ふだんから相手に対する心，気持ち，感情が大い

に関係するもの〔…〕それよりもまずあなた自身が

〔…〕ご主人への愛情とか尊敬とかについて心静か

に思いをめぐらせてみることをおすすめいたしま

す」（「セックス強すぎる夫　拒否すると大荒れ，私

は三つ姉女房」への回答 戸川エマ １９７８．０９．０１）

　これらの回答には，妻が夫に従うものといった封
建的な夫婦関係が前提にある。また，現在ならば，
夫のDVなどと問題視されるような相談であっても，
回答者たちは深刻な問題ととらえず，妻として「や
すらぎ」「あたたかさ」を提供する役割を相談者に
求めていた。
　このような夫婦関係を前提とした１９７０年代頃まで
の回答者とは異なり，２０００年代の回答者たちは，夫
婦関係における封建性よりも対等性，自分の気持ち
を抑制することよりも，正直な気持ちの自己表現，
耐えて沈黙するよりも夫と対話をすることを重視し
ている。

・「おっしゃるように『夫がどうしたいと思っている

のか，私と子どもに対してどう考えているか』を夫

に問いただすことです。そこからしか何も始まりま

せん。あなたと夫の『いま』と『これから』の問題

なのですから」（「結婚２０年の夫が浮気」への回答 

落合恵子 ２００３．１１．１７）

・「昔のことを思い出して怒りがこみ上げるのは，そ

の当時，十分に相手にご自分の感情を表現できずに，

我慢してしまったためでしょう」（「昔の浮気，夫に

再び憎悪」への回答 海原純子 ２００８．０８．２１）

・「そんな夫と，浮気が繰り返されるであろうことを

覚悟の上で，共に暮らすのも一生です。また，夫が

新たに，若い女性と関係していることを知り，夜も

眠れないほど苦しむくらいなら，離婚してストレス

のない人生を送るのも一生です。どちらを選ぶかは，

あなたが決めるしかありません〔…〕その決断をす

るために，ともかく，夫と向き合い，浮気に対する

あなたの正直な気持ちをぶつけて，今後のことを真

剣に話し合ってみたら」（「夫が浮気　離婚に踏み切

れない」への回答 土肥幸代 ２０１３．１２．１０）

・「そういう男には妻の本気を見せるしかない〔…〕

この際，泣いたり，わめいたり，お互いが疲れ果て

るまで，とことんやりぬいてはいかがでしょう」

（「浮気を繰り返す夫」への回答 久田恵 ２０１３．０５．１９）

・「いまだに夫を信用できないのは，あなたが自分の

心に真正面から向き合おうとしなかったから。夫に

裏切られて傷つかない妻はいません。何よりまず，

自分が深い傷を負っていることを知ってください。

そして夫に怒りをぶつけ，すべてお見通しであった

ことをわからせてやりましょう」（「夫が３０年前に浮

気　今も苦痛」への回答 最相葉月 ２０１４．０７．２７）

・「私には，こうしたらよい，という妙案はありませ

ん。あくまで，あなたの気持ち次第です。夫婦のこ

とは夫婦で話し合って解決するしかありません。な

ぜなら，普通のことと違って，第三者にもうかがい

しれぬ微妙な問題だからです」（「夫が部下の女性と

密会」への回答 出久根達郎 ２０１４．０４．０８）
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　これらの回答には自分の「正直」な感情や気持ち
を表現することによるコミュニケーション的に対等
な夫婦関係が前提あるいは理想とされている。しか
し，対等な夫婦関係における率直な感情の表明と水
平的なコミュニケーションと同時に「冷静さ」を維
持して一人で熟考することも求められている。

・「人生とはかくも怖いものだと実感した中で，夫を

捨てて生きるか夫が目覚めるのを待つか，あなた自

身の本音の答えを見つけてください」（「夫の不倫に

耐えるべきか」への回答 久田恵 ２００３．１０．０８）

・「あなたが守りたいものは何なのでしょう。家庭で

すか〔…〕残念ながら，すでにあなた方夫婦は壊れ

ていますよ。その現実を直視して」（「夫がママ友と

不倫」への回答 最相葉月 ２０１３．０７．１６）

・「離婚して実家に帰るという選択は，賢明です。こ

のような状況では，全てを満足させるような解決策

はありません。『長男の部活動をあきらめさせる』

というマイナス，『子どもたちに妻を責める姿を見

せてしまう』というマイナス，どちらかを選ばなけ

ればなりません」（「妻が浮気　いつ離婚すべきか」

への回答 山田昌弘 ２０１３．０１．２１）

・「まず，再度，夫としっかりと話しあうべきでしょ

う。夫からどのような言葉が発せられるか，注意深

く冷静に聴いてください。心からの謝罪と共にあな

たが納得のいく言葉が得られるかも〔…〕逆に，夫

を信じられない気持ちが固まってしまうかもしれま

せん。話し合いを重ねることでご自分の考えをまと

め，この先を判断されてはいかがでしょうか」（「海

外赴任中の夫が不倫」への回答 大日向雅美 ２０１４．

０１．１９）

・「あなたがまず最初にしなければならないのは，ま

さにあなたがおっしゃっているように事実が『白か

黒か』をはっきりさせること。〔…〕決して感情的

にならずに，きちんと相手に事実の有無を聞くとい

う態度を貫いてください。夫が逆切れしようが，自

分自身は事実を見つめる，という大人の女性として

の態度をお持ちになり，対処していくことで次の道

が開けてくる」（「夫が浮気？　白黒つけたい」への

回答 海原純子 ２０１４．０１．３１）

・「冷静に考えましょう〔…〕夫を介護する身になっ

ても我慢できるだろうか。子どもさんの存在を考え，

夫婦で暮らすメリットを取るか。別れるならばきち

んと財産分与・年金分割・慰謝料の話し合いをする

こと。結婚を継続するのだったら，わび状ぐらい取

ったほうがいいでしょう〔…〕ことは感情の問題で

すが，できるだけ事務的に考えを進めてください」

（「夫が浮気　落ち込む６０代」への回答 樋口恵子 

２０１５．０８．０３）

　かつての「人生案内」の回答者たちは，夫婦関係
において「妻は黙って耐える」という封建的な関係
を前提に，夫婦間の情緒的な結びつきを重要視して
いた。それに対して近年の「人生案内」において相
談者たちは対等な夫婦関係における率直な感情の表
出と水平的なコミュニケーションと同時に，「白か
黒か」，「プラス」か「マイナス」かを感情に流され
るのではなく，「事務的」に判断することも求めら
れる。すなわち，コミュニケーション的には対等な
夫婦関係だが，「あたたかさ」といった情緒性を排
したコスト計算をする「冷静」さが求められるよう
になっているのである。
　このように，夫婦関係の問題に対処するにあたっ
て，「あたたかい」家庭を維持するよりも，その家庭
の中の夫婦関係を対等にすべく「冷静」に判断する
こと，相手に対する献身よりも，自分の気持ちにし
たがうことが望ましいと語られている。そういう意
味で，夫婦関係において，自分の感情だけを考慮し，
行為の中心に自己がおかれ，その自己を中心に人生
をつくりあげていく「個人化」がみられる。

（３）個人化されえない親子関係
　戦後まもなく再開された「人生案内」には１０代，
２０代の若年層からの相談が過半数を占め，親に対す
る悩み相談が多くみられた。１９５３年１月２０日から６
月１８日の「人生案内」を分析した加藤秀俊（１９５３）
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によれば，相談を持ちかける人の多くが，ある対人
関係における「劣位者」であり，親子関係において
は子から親についての相談が大半を占めていた（２５
件中２１件）。つまり，加藤が分析した１９５０年代の
「人生案内」では，封建的な親子関係のもとで「子か
ら親に向けての欲求不満」に基づく相談がほとんど
を占めていたのである。
　１９５０年代において「子から親」についての相談が
多かったのが，１９６８年から２０１５年までをみると，
「親から子」についての相談が「子から親」について
の相談をほとんどの年で上回っている（図３）。し
かし，それは親子関係が逆転し，「劣位者」となった
親が子についての悩みをよせているばかりではない。
平均寿命の上昇によって，親であり，子である期間
がかつてなく長期化し，未婚率の増加からすると，
親元から独立しない「子ども」である期間も長期化
している中で，親子関係における新たな悩みが生じ
ているように思われる。
　まず，今日の親子関係における悩みに垂直的な関
係から派生したものはほとんどみられない。それと
並行して，回答の方ではとくに義理の親子関係につ
いては，親と子という役割関係から離れて一定の距
離を確保するように助言するものが多くなっている。

・「ならば，あなたも長男の嫁という役割をいったん

棚上げして，ご自分の時間を大切にしてはどうです

か」（「義父母がつらくあたる」への回答 最相葉月 

２０１４．０８．１９）

・「夫もあなたを気遣って，実家とは距離をとってい

らっしゃるようです。その距離感でいいのではない

でしょうか〔…〕つまり近すぎず離れすぎず，とい

う状態を維持してはいかがでしょう」（「陰口など義

父母に不信」への回答 海原純子 ２０１４．１２．１６）

・「今，夫のお母様とずっといるのが一番の不満なら，

趣味なり友人と交際なり，あなたが外に出て楽しむ

時間を作ってはいかがでしょうか」（「しゅうとめと

同居に不満」への回答 山田昌弘 ２０１４．０４．０９）

・「家族だからこそ，正直に言えないこともあると思

います。これ以上は問い詰めないのが惻隠の情

〔…〕しばし距離を置いて付き合うことになるかと

思います」（「夫の奨学金返済　義母がうそ」への回

答 久田恵 ２０１３．０８．１８）

・「お手紙から，日頃の行き来や電話等での交流もあ

まりないのではないかと想像されます。それでした

ら，これ以上関わらなくても良いのではありません

か。息子や孫という関係にとらわれず，あなたの優

しさを受け入れてくれる友人知人との関係を大切に

されてはいかがでしょうか」（「気遣っても反応ない

嫁」への回答 大日向雅美 ２０１３．０２．２５）

・「いっそ，他人と同居している，と割り切ったらど

うでしょう。家族の一員と考えるから，腹が立つの

です〔…〕必要な話だけ嫁さんと交わし，それで用

が足りるなら十分ではありませんか。あなたが求め

る理想の嫁は，現代ではめったに見つからないかも

しれません」（「同居の嫁が口きかない」への回答 

出久根達郎 ２０１４．１０．１２）

・「『もう嫁を卒業したい』というあなたの心からの願

いが私の身にしみとおります。嫁いで４０年，肝心の

夫君が亡くなって７年。それでもお姑さんに気兼ね

して，風邪でもゆっくり寝込むことができないなん

て〔…〕こんな人生を世の『嫁』に強いてきた日本

の伝統は，伝統ではなく因習〔…〕生真面目に生き

てきたあなたが周囲から『わがままな女』『悪い嫁』

と見られることに耐えられるかどうか〔…〕他人の

評価を受け流す覚悟を〔…〕お仕事を続け，趣味に

も取り組んでください〔…〕距離を置き，少し時間

がたてば，お姑さんへの思いもまた変わるのではな

いでしょうか」（「６０代女性　義母と同居に限界」へ

の回答 樋口恵子 ２０１５．０３．２９）

　このように，義理の親子関係においては，「同居
のストレスを減らすには，互いにほどよい距離感が
必要」（「姑との同居がストレス」への回答 大日向
雅美 ２０１４．０５．２１）というように，「嫁」「姑」といっ
た役割関係から脱することが求められている。そう
して，自身の趣味や友人関係を充実させ，自分自身
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を中心にして人生を構築するような個人化した人生
が推奨される。
　人々の意識においても現在の親子関係は特に親世
代に「子ども離れ」の意識が強くなっている。NHK
放送文化研究所（２０１５）「日本人の意識」調査による
と，１９７３年から２０１３年の間で，「老後の生き方」とし
て「子供や孫といっしょに，なごやかに暮らす」よ
りも，「自分の趣味をもち，のんびりと余生を送る」
という生き方を選択する割合が増え，とくに，６０歳
以上の女性において，「子供や孫」と過ごす老後の
生き方を選択する人が大幅に減少している５）。
　しかしながら，子どもから親に対する意識では，
逆の傾向がみられる。とくに既婚女性が育児や働き
に出る場合のサポートとして，親に頼る意識はひじ
ょうに強い。国立社会保障・人口問題研究所の調査
によると，「出産や育児で困ったときの相談」相手
として，第１回１９９３年調査において夫５１.２％，親
３３.９％だったのが，第５回２０１３年調査では夫３７.８％，
親４６.９％となっている。また，「妻が働きに出ると
きの子どもの世話」には「公共の機関など」（第５回
２０１３年調査３３.８％）より「親」（同４２.２％）の支援を
受けている場合が多くなっている。つまり，親は子
どもや孫から離れて自分の趣味を楽しみたいと希望
しても，自分の子（娘）から育児などの支援を期待
されているのである。
　子どもから支援や手助けを求められる親の悩みが
増加しているのは，とくに，２０００年代になって，５０
代以上の「親から子」についての悩み相談が増加し
ていることからもわかる（図４）。その中には，「７０
代の主婦。娘は２人いますが，半身不随の夫を私１
人で介護しています。４０代の長女が何かにつけて私
を呼びつけ，家事，育児を手伝わせようとするので
苦しんでいます」（２０１３．０５．０９），「６０歳代男性。遠
方に住む息子夫婦から２人目の妊娠の知らせを受け
ました〔…〕上の子のとき，私たち夫婦は２週間ほ
ど手伝いに行きました。けれども今回は体調不良で
無理です。それなのに息子は『少し手伝いに来て』
と言います」（２００８．０５．０２）など，子どもから孫の世

話などの支援を求められるが，自身の体調の問題や
親や配偶者の介護が重なって負担が大きいと悩む人
がいる。
　このように，高齢になった親から子についての悩
みの中でも深刻なのが，中高年になった同居する子
どもの仕事や結婚に関する相談である。たとえば，
７０代からの相談のうち，２０１３年は４５件中１８件，２０１４
年は３５件中１３件，２０１５年は２５件中１０件が「働かない
４０代息子」（２０１３．０６．２７），「娘の夫 ４０代で失業中」
（２０１４．０３．０２），「娘の夫 借金まみれ」（２０１４．０２．２５），
「部屋に閉じこもる３０代次男」（２０１５．１１．１１）など中
高年になった子に関する悩みである。実際，高齢の
親と同居する中高年の子は増加し続けており，２０１４
年の総務省「統計研究研修所」の集計によると，３５
～４４歳人口のうち，親と同居している人は１９８０年で
は２.２％（３９万人），１９９０年５.７％（１１２万人），２０００年
１０.０％（１５９万人），２０１０年には１６.１％（２９５万人）と
急増し，２０１４年は１６.７％（３０８万人）を占めている６）。
　このような同居する中高年の未婚の子の悩みや，
親から離れて独立している子からの頼み事について，
子の独立を促すという回答はあっても，「割り切っ
た」関係として，距離を保ち，「他人」として扱うよ
うにとする回答はほとんど見当たらない。
　また，「子から親」（義父母も含めて）への悩み相
談の年代別の推移をみると，１９６８年と１９７８年は２０代
からの相談が最も多いが，１９８８年以降は３０代からの
相談が最も多くなっており，４０代以上の「子から
親」への相談も増加している（図５）。さらに，「子
から親」への悩みを義理の親と実の親に対する悩み
に分けると，実の親に対する悩み相談の方が多くな
っている（図６）。
　以上から，今日の親子関係において生じる悩みは
かつてのように若年層の子とその親という垂直的な
関係においてのみ生じているわけではないといえる。
成人し，結婚し，家庭をもち，独立して親から離れ
て暮らしていても，場合によっては距離を保つこと
ができる義理の親子関係と比べると，実の親子関係
は問題が生じても容易に関係を解消したり，距離を
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保ったりすることができない。そのため，とくに実
の親子の間で生じる葛藤や悩みが長期に渡って続く
のである。
　お互いが年を重ねても葛藤を抱える高齢の親子関
係の間のトラブルや問題をみると，夫婦関係にみら

れた「個人化」とは異なる様相がみえてくる。とく
に，実の親子関係は育児や介護，既婚女性の労働を
めぐって，お互いが支援を求めあうか，子が親に支
援を求める関係にある。義理の親子関係のように，
他人と割り切ったり，「嫁」「姑」といった役割関係
にとらわれず，「個人化」した生き方を選択したり
したとしても，育児や介護にまつわる悩みや自身の
体調の問題といった悩みは解消されるわけではない。
　このような親子関係のあり方はかつての夫婦関係
と類似している。１９７０年代頃まで，夫の問題行動に
悩む相談に対して，回答者たちは耐えて，夫婦関係
を継続するようにと助言してきた。その頃の女性の
就業率は低く，専業主婦世帯が多数派を占めており，
妻は夫に扶養される立場にあった７）。そのため，夫
婦関係は，情緒的であると同時に経済的な扶養－被
扶養関係でもあった。そこで，関係を解消すること
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は女性にとって生活の経済的な基盤を失うことを意
味していた。
　親子関係において，個人化した生き方が当てはま
らない悩み相談にはこのような一方的な扶養関係が
多くみられる。つまり，役割関係から離れて，自分
を中心にして人生を構築するという個人化した生き
方は，経済的な扶養関係がなくなった時に選択する
ことができる生き方なのである。問題は「家族の個
人化」というよりも，個人化したライフコースに当
てはまらない高齢になった親と子がその関係なくし
ては立ち行かなくなっているという今日の状況では
ないだろうか。

３　高齢化にともなう相談者の変化

（１）相談者の年齢分布の変化
　親子の相互依存的な関係なしには生活が厳しくな
っている人々の出現の背後には進展する高齢化社会
がある。人生案内に掲載された相談者の年齢分布の
推移（図７）をみると，相談者が高齢化しているこ
とがわかる。まず，１９６８年と１９７８年は２０代と３０代，
１９８８年は１０代と２０代が多く，１９８０年代末までは２０代
を中心とした若年層からの相談が多くを占めていた。
それが１９９８年をみると，１０代からの相談は減少し，
それ以降，３０代からの相談が増加している。また，
２０００年代以降は，４０代以上の相談者が全体のおよそ
半数を占め，相談者が高齢化していると同時に，

２０１３年から２０１５年では相談者の年齢分布が分散する
ようになっている８）。
　この相談者の年齢分布と日本の総人口の年齢分布
を比較してみると，１９８８年では相談者に占める２０代
の割合（２１％）が実際の総人口に占める割合（１３％）
より大きくなっており，６０代以上の相談者の割合は
実際の総人口に占める割合よりも少なくなっている
（図８，図９）。
　１９９８年では，総人口に占める２０代（１５％）と３０代
（１３％）の割合に対して，相談者の２０代（３１％）と３０
代（２８％）の占める割合が高くなっている。また，
総人口に占める６０代以上の割合に対して，６０代以上
の相談者の比率は低くなっており，人生の後半にな
ると，人生問題についての悩みが少なくなると解釈
できる（図１０，図１１）。
　２０１３年の相談者の年齢分布をみると，６０代以上の
高齢者からの相談が増加している。２０１３年の総人口
の分布と相談者の年齢分布を比較すると，１０代から
の相談がきわめて少ないといえる（図１２，図１３）。
　１９８８年（図８）と１９９８年（図１０）では，２０代から
３０代の相談者が多いことから，その時期に進路決定，
就職，結婚など人生の重要なライフイベントにとも
なう葛藤や悩みが生じるといえる。しかし，２０１３年
の相談者の年齢分布（図１２）をみると，５０代以上の
相談者が半数以上を占めている。つまり，高学歴化
や晩婚化・晩産化によって，進路や就職，結婚，出
産など重要なライフイベントを２０代で経験していた
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のが３０代で経験するというように，後ろ倒しになっ
ていると考えられる。加えて，人生の後半になって
も，葛藤や悩みを抱えて相談する人が多くなってい
ることから，重要な出来事が２０代や３０代というライ
フコースの特定の時期に集中するのではなく，生涯
にわたって生じるようになっているといえる。

（２）相談者の高齢化にともなう介護問題
　相談者の高齢化にともなう「人生案内」の悩み事
の内容における大きな変化のひとつとして，介護に
関する相談が増加していることがあげられる。１９９８
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年の人生案内において，「病気の母の世話に嫌気」
（相談者３９歳女性 １９９８．０５．１４），「手に負えぬ父，ど
こで面倒」（相談者５０代男性 １９９８．０２．０４）など，相
談者が何らかの形で介護にかかわっている相談は１１
件，１９９９年は１６件みいだすことができた。１５年後の
２０１３年は３２件，２０１４年は２７件，２０１５年は３５件と大き
く増加している。
　実際の要介護者数の推移をみると，要支援も含め
た要介護認定者数は２０００年の２５６万人から２０１３年の
およそ５８４万人と増加の一途をたどっている（厚生
労働省「平成２５年度介護保険事業状況報告（年報）」
より）。高齢者のいる世帯も増加し，１９８６年におい
て世帯全体に占める６５歳以上の者のいる世帯はおよ
そ２６％から，２０１３年にはおよそ４６.７％に上昇してい
る（厚生労働省「平成２６年国民生活基礎調査」より）。
　このように介護する－介護されるという経験が一
握りの人が経験するものではなく，より身近なもの
へと拡大するなか，人々はどのような意識をもって
いるのだろうか。
　内閣府「平成２４年度高齢者の健康に関する意識調
査」（調査対象者は全国５５歳以上の男女）によると，
介護を頼む相手として「配偶者」（５５.８％）と「子ど
も」（５５.８％）をあげる人が多い。また，医療機関や
福祉施設よりも「自宅で介護してほしい」，配偶者
には「自宅で介護を受けさせたい」という人が多
い９）。さらに，「病気のときや，一人ではできない
日常生活に必要な作業について頼れる人」として，
「同居の家族・親族」をあげる人がおよそ８割近く，
次いで４割弱の人が「別居の家族・親族」と答えて
いる。つまり，介護や頼りにする存在として，多く
の人が家族に大きな期待をよせているのである。
　介護されたい場所として多くの人が求める「家
庭」において，実際に介護を担っているのはほとん
どが女性である。厚労省「平成２５年国民生活基礎調
査の概況」によると，要介護者のうち６１.６％が家族
と同居しており，その主な介護者の６８.７％が女性，
５０歳以上がおよそ９割を占めている。
　しかし，国立社会保障・人口問題研究所「全国家

庭動向調査」によると，家庭の中で主な介護の担い
手となっている「妻」の側の意識では「年をとった
親は子ども夫婦と一緒に暮らすべきだ」という考え
に賛成の人は減少し続け，２０１３年の第５回調査では
反対とする人が半数を超えている。さらに，「年老
いた親の介護は家族が担うべき」という考えに賛成
の人は減少し，反対とする人が４割を超えている。
このように，介護する－介護される関係において，
双方の意識が乖離していることが，介護をめぐって
葛藤や悩みが生じやすい素地となっているといえる。
　また，少子高齢化の進展によって子による親の介
護は限界がある。厚生労働省「平成２５年国民生活基
礎調査」によると，要介護者の年齢は７５歳以上で８
割以上を占めている。その要介護者と同居する主な
介護者の年齢も高齢になっており，２０１３年において
６０歳以上の介護者が６８.６％を占めている。いわゆる
「老老介護」は増加し続け，７５歳以上同士の介護者
と要介護者の割合がおよそ３割にもなっている。さ
らに，高齢者の単独世帯も増加しており，高齢者人
口に占める一人暮らしの人の占める割合は２０１４年で
およそ２５.３％となっている（厚生労働省「平成２６年
国民生活基礎調査」より）。
　高齢者のおよそ４人にひとりが一人暮らしをして
いるわけだが，国際的な比較の点からみると，日本
における高齢者の家族以外の対人関係は乏しいもの
といわざるを得ない。内閣府「第７回高齢者の生活
と意識に関する国際比較調査」（２０１０年調査，調査
対象６０歳以上の男女，施設入所者は除く）によると，
日本（及び韓国）は「同居の家族以外に頼れる人が
いるか」について，「友人」（日本１７.２％，韓国１８.３％），
「近所の人」（日本１８.５％，韓国２３.１％）をあげる比率
がアメリカ（友人４４.６％，近所の人２３.７％），ドイツ
（友人４０.７％，近所の人３８.２％），スウェーデン（友人
３４.９％，近所の人２６.５％）と比べて低くなっている。
また，「頼れる人」が「いない」とする割合もアメリ
カ１０.５％，ドイツ５.４％，スウェーデン９.７％，日本
２０.３％，韓国２０.０％と，頼れる人がいない高齢者の
比率が欧米３か国と比べてきわめて高くなっている。
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　この調査において「家族以外に頼れる人がいる」
とする比率が高く，「頼れる人がいない」とする比
率が低い欧米３か国の調査対象者は「一緒に暮らし
ている人はいない」とする比率が高くなっている。
日本１２.％，韓国２１.０％に対して，アメリカ３７.５％，
ドイツ３７.８％，スウェーデン３４.１％と，単身世帯の
割合が高い国々では「家族以外に頼れる人がいる」
割合が高く，「頼れる人がいない」という人は低い。
逆に，単身世帯の割合が低い日本および韓国では
「頼れる人がいない」という家族以外の対人関係か
ら孤立している人の割合が高く，友人や近所の人と
「頼れる」関係を築いていない。つまり，日本およ
び韓国においては，欧米３か国と比較して家族と同
居する高齢者が多く，その家族こそが「頼れる」も
のとして介護などの福祉の機能を果たすことが期待
されているのである。

（３）親密圏の悩みとこれからの人生相談
　平均寿命が男女ともに現在８０歳を超えている現在，
だれもが要介護者になりうる。多くの人は家庭で配
偶者や子による介護を望んでいるが，意識面からみ
ても，現状からみても，家族による介護だけでは限
界にきていると考えられる。当然，制度の拡充が必
要とされるが，個人レベルでは家族以外の対人関係
の拡大も必要となるのではないだろうか。
　家族以外の対人関係について「人生案内」では，
友人関係や恋愛関係といった親密な関係で生じる悩
みもよせられている。１９６８年では，恋愛関係に関す
る悩み相談が多くみられたが，１９９８年まで減少し，
２０００年代になって再増加している（図１４）。
　１９６８年の人生案内には恋愛関係についての悩みが
３５件と，相談件数全体の中で一定の割合を占めてい
た。そのほとんどが２０代からの相談で，「深い仲の
彼が見合い」（１９６８．０８．０２），「彼と決着つけたい
〔…〕中絶までさせ，逃げるばかり（１９６８．０８．０９），
「昔の彼から電話〔…〕お見合い，婚約して，また迷
う」（１９６８．０６．０７）など，結婚（婚約）と性行為をめ
ぐる悩みが多かった。また，家族などの反対や性道

徳などの抑圧から生じる悩みが多かったのが，恋愛
や性行為について意識が寛容になり，恋愛という経
験が身近なものになったため，現在では恋愛につい
ての悩みは少なくなっている。しかし，２０００年代に
なって，４０代以上からの恋愛相談がみられるように
なり，現在では，高齢の相談者からも恋愛関係につ
いての悩みがよせられている（表２）。
　友人関係から生じる悩みは特に２０００年代になって
増加している。特徴的なのが，２０００年代になって４０
代から５０代の相談者から，親密圏で生じる悩みが登
場していることである。さらに，２０１３年と２０１４年に
は，７０代からのこれまでみられなかった友人や恋愛
関係といった親密圏で生じる悩みが登場している。
　恋愛や友人関係の悩みについては従来，若年層か
ら多くよせられていたのが，近年，親密な関係につ
いての悩み相談が中高年にまで広がっていることに
は，いくつかの理由が考えられる。
　第一に，「人生案内」に掲載された悩み事の相談
者が全体として高齢化していることがある。若年層，
とくに１０代からの相談が少ないため，全体としてみ
ると，どのテーマの悩みでも若年者からの相談は少
なく，４０代以上の相談者からの悩みが多くを占める
ことになる。
　第二に，インフォーマルな社会活動に参加したい
とする人々の意欲の高まりと実際の参加率が高くな
っているためである。たとえば，平成２５年「高齢者
の地域社会への参加に関する意識調査」（調査対象
者全国の６０歳以上の男女）では，「歩こう会」など
「健康・スポーツ」，「趣味」などの社会活動に参加
したいとする人は全体の７割以上にものぼっている。
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図１４　親密圏の悩み相談件数の推移



また，実際にさまざまな社会活動への参加率も上昇
しており，参加することで「新しい友人を得ること
ができた」（４８.８％），「生活に充実感ができた」
（４６.０％）など，ほとんどの人が何らかの満足感を得
ている。
　このようなインフォーマルな社会活動への参加意
欲の高まりを背景に，実際に参加した場合にギャッ
プが生じたり，高齢者の活動空間が家族関係を中心
とした家庭から拡大していくなどすると，逆に，こ
れまでになかった悩みや問題に直面する機会も増え
ることになる。
　第三に，中高年になって構築する親密な関係の準
拠モデルが不在なためである。これまでドラマや映
画や小説などに登場するのは，若年層のカップルが
中心であった。そのため，私たちは人生の後半にな
って，どのような友人関係や恋愛関係を築き上げる
のかについてのモデルに不足している。参考にでき
そうな先行モデルが少ないために，問題や葛藤に直
面した際に悩みが生じやすいと考えられる。
　以上の理由から，親密な関係についての悩み相談
をよせる相談者が高齢化していると考えられる。こ
れからの人生相談は高齢化にともなう介護の悩みと

ともに，人生の後半になって，どんな友人関係を，
どのようなパートナーシップを築いていくかについ
ての悩み相談が増加していくだろう。

おわりに

　本論文では社会の変化とともに人々がどのような
ことに悩み，どのような生き方を理想としているの
かについて読売新聞で１９１４年から長期間にわたって
継続されている「人生案内」欄から人生相談を分析
資料として考察してきた。
　１では，読売新聞紙上の「人生案内」に掲載され
た相談内容を分類し，その内容の変化についてみた。
すると，家族についての相談が減少し，自身の性格
や進路など自分についての悩み相談が広い年齢層か
らよせられ，増加していることが明らかとなった。
　２において，家族の問題が減少し，自己自身につ
いての悩みが増加している変化をベックの「個人
化」概念と照らし合わせて考察した。すると，一見
して「家族の個人化」とみえるこの変化は，夫婦関
係の悩みが減少していることから生じていると明ら
かになった。逆に，親子関係についての悩みと回答
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表２　親密圏の悩み 年齢別相談件数の推移

２０１５２０１４２０１３２００８２００３１９９８１９８８１９７８１９６８

恋
愛

友
人

恋
愛

友
人

恋
愛

友
人

恋
愛

友
人

恋
愛

友
人

恋
愛

友
人

恋
愛

友
人

恋
愛

友
人

恋
愛

友
人

１２１４１２２１４１０代

８４２１３１２２３１５５１２１２０代

２２４１２２８４５２５３６３０代

１３１３２５２４１１１３１４０代

１２１１１１５０代

１１１４５３１２１６０代

１３４４１１７０代

８０代

１９０代

１１１１１４１３１３不明

１２８９１３１６１８１６１４１０１２３７７７１２５３５４総計



からは，役割関係から離れて自己自身を中心に個人
化した人生を歩むことができない現代の社会におけ
る親子関係の姿が浮かび上がってきた。
　３では，個人化しえない親子関係の背景にある少
子高齢化社会を反映した相談者の高齢化を確認した。
さらに，高齢の相談者からの友人や恋愛関係といっ
た親密な関係についての悩み相談がみられるように
なっていることが明らかとなった。それは高齢化の
進展とともに，人生の後半になって，どんな友人関
係を，どのようなパートナーシップを築いていくか
について考察していかざるを得なくなっていること
を示しているのではないだろうか。
　これからの人生相談は高齢化にともなう介護の悩
みとそれに対する家族の介護負担を社会全体でどの
ように対処していくのかという問題をつきつけるこ
とになるだろう。さらに，今まで悩むことがなかっ
た年を重ねてからの対人関係をどのように新しく築
いていくかについての悩みが増えていくと思われる。
それは夫婦関係が「クール」になり，他に頼るとこ
ろがない子を高齢になってもなお心配し続ける長期
にわたる親子関係といった疲弊する家族関係とは異
なる新しい社会関係を拡大していかざるをえない厳
しい現状の反映でもあり，従来の人間関係には不足
していた近隣，友人，高齢期におけるパートナーシ
ップといった新しい対人関係をつくりあげていくチ
ャンスでもある。

注
１） 読売新聞「人生案内」欄に掲載された相談と回
答のうち１９６８，１９７８，１９８８年は読売新聞収縮版よ
り，１９９８年以降は読売新聞オンラインデータベー
ス「ヨミダス歴史館」から収集した。なお引用の
際，漢数字はアラビア数字にあらため，フリガナ
は省略した。各年には以下の回答者が悩みに答え
ているが，本文中においてもすべて敬称は省略さ
せていただいた。１９６８年は大浜英子，木々高太朗，
小糸のぶ，小山いと子　戸川エマ，福島慶子，
１９７８年は鍛冶千鶴子，小池のぶ，小山いと子，戸
川エマ，沢地久枝，平井富雄，平岩弓枝，１９８８年

は落合恵子，鍛冶千鶴子，早乙女勝元，三枝佐枝
子，平井富雄，深沢道子，藤原てい，１９９８年は大
森一樹，落合恵子，鍛治千鶴子，里中満智子，深
沢道子，藤原正彦，保崎秀夫，三木善彦，２００３年
は浅井昌弘，大森一樹，落合恵子，鍛冶千鶴子，
出久根達郎，土肥幸代，久田恵，三木善彦，２００８
年は海原純子，大日向雅美，立松和平，出久根達
郎，土肥幸代，増田明美，樋口恵子，久田恵，山
田昌弘，２０１３年，２０１４年，２０１５年は海原純子，大
日向雅美，最相葉月，出久根達郎，土肥幸代，野
村総一郎，樋口恵子，久田恵，増田明美，眉村卓，
山田昌弘，鷲田清一。

２） 「人生案内」の投稿規定には「生活上の悩み全
般が対象」，「純粋な法律問題や病気・健康の相談
などは取り上げません」とある。

３） 太郎丸（１９９９）は「罪」や「恥」といったいく
つかのキーワードによって相談内容をコーディン
グし，戦後日本の読売新聞「人生案内」欄から，
相談内容の「個人主義化」がみられるとも論じて
いる。

４） NHK放送文化研究所（２０１５）によると，既婚女
性が職業をもつことについて，かつて多数派だっ
た「育児優先」は１９７３年の４２.０％から２０１３年３０.６％，
「家庭専念」は１９７３年の３５.２ ％から２０１３年には１０.６ ％
にまで減少し，対して，「両立」は１９７３年２０.３％か
ら５６.３％と多数を占めるようになっている。

５） NHK放送文化研究所（２０１５）よると，１９７３年に
は「子供や孫といっしょに，なごやかに暮らす」
が最も多かったのが，１９９０年代頃から減少し，
２０１３年調査では２６％になっている。逆に「自分の
趣味をもち，のんびりと余生を送る」は１９９０年代
頃より増加し，１９７３年２０％から２０１３年２８％となっ
ている。とくに６０歳以上の女性で「子供や孫」を
選択する人が１９７３年の６５％から２０１３年３１％と大幅
に減少している。

６） 総務省統計研究研修所西文彦「親と同居の壮年
未婚者２０１４年」http://www.stat.go.jp/training/
 2kenkyu/pdf/zuhyou/parasi11.pdf, ２０１６.２.５

７） たとえば，『男女共同参画白書 平成２８年版』に
よると，１９８０年において「男性雇用者と無業の
妻」という世帯１１１４万に対して，夫婦共働き世帯
は６１４万世帯と圧倒的に少なかった。なお，共働
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き世帯は１９９０年代末から多数派となり，２０１５年に
おいて「男性雇用者と無業の妻」は６８７万世帯，夫
婦共働き世帯は１１１４万と逆転している。

８） とくに２０１５年では，いったん減少した１０代から
の相談が多く掲載され，２０００年代には減少してい
た２０代からの相談も再び多くなっている。この新
しい傾向についてSNSなどの隆盛との関係で考
察することは興味深い。

９） 平成２４年度「高齢者の健康に関する意識調査」
（内閣府）によると，日常生活を送る上で介護が
必要になった場合どこで介護を受けたいかとの問
いに「自宅で介護してほしい」３４.９％が最も多く，
次に「病院などの医療機関に入院したい」２０.０％，
「介護老人福祉施設に入所したい」１９.２％，「介護
老人保健施設を利用したい」１１.８％となっている。
また，配偶者が介護の必要な状態になった場合
「自宅で介護を受けさせたい」が４５.４％と最も多
く，「病院などの医療機関に入院させたい」１８.５％，
「介護老人福祉施設に入所させたい」１４.９％とな
っている。
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Abstract : This thesis analyzes the “Jinsei Annai” advice column from the Yomiuri Shimbun in terms of 
what kind of things people suffer, the way of life that is desired, and whether they are adapting to social 

change. Worries about family relations have been decreasing and individuals’ personal concerns have been 

increasing between the late 1960’s and the 2010’s. Analyzing this change based on U. Beck’s concept of 

“individualization”, at first glance it seems that this is individualization of family. But by analyzing in detail 

about family relationship troubles, it turns out that the change is derived from the fact that worry about 

marital relationships is decreasing. From troubles involving parent-child relationships, it appears that a 

parent and child in an economically interdependent relationship cannot be individualized. What lies behind 

this is the aging of society in reality. The aging of real society is also evident in the aging of advice column 

consultants. Worries about nursing care are increasing and concerns about intimate relationships among the 

older aged persons that have never previously been addressed are also emerging. It is also a reflection of 

the harsh reality that we have no choice but to expand interpersonal relationships beyond families, but this 

can also be an opportunity to expand new social relationships.

Keywords : advice column, Yomiuri Shimbun “Jinsei Annai”, aging society, individualization of the family, 
marital relationship, parent-child relationship, intimate relationship
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